
1 

 

現地視察の結果概要 

 

 現地視察実施の目的とルート 

現地視察では、入込が多く集中的に施設整備が進んだ箇所とそうではないルートを比較して、ルート・

コースごとのランク分けを含めた適正利用に関するビジョン検討に資する情報収集を目的とした。 

8/18～8/19 は、利用の少ない登山道から比較的利用のある登山道（花山歩道～宮之浦ルート）の現地

視察をした結果の概要を取りまとめた。現地視察は委員 3 名、関係行政機関 2 名、地域関係団体 1 名、

事務局 8 名の合計 14 名で実施した。 
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8/18～8/19 花山歩道入口～鹿之沢小屋泊の行程 

利用状況 立ち寄り箇所 確認すべき状況 

利用の少な

い登山道 

全般 自然環境、利用、登山道等利用施設の状況を確認 

①花山歩道入口 出発 登山口周辺の駐車状況 

②花山広場 原生林の状況 

③大石展望台 南側の七五岳の北壁を遠望 

④鹿之沢小屋 宿泊 避難小屋、汲み取り式トイレ・携帯トイレブースの使用状況、

し尿のストック状況、テント設置状況 

⑤前野ローソク展望台 ローソク岩を眺望 

⑥永田岳 頂上の利用状況、祠 

⑦焼野三叉路 鹿之沢小屋～焼野三叉路までの登山道の浸食・荒廃 

利用の多い

登山道 

全般 自然環境、利用、登山道等利用施設の状況を確認 

⑧宮之浦岳 頂上の利用状況、祠 

⑨栗生岳 頂上の利用状況、祠 

⑩翁岳鞍部 登山道の浸食・荒廃 

⑪花之江河 湿原、木道デッキの利用、携帯トイレブース、祠の状況 

⑫小花之江河 木道デッキ上の利用状況 

⑬淀川小屋 避難小屋、汲み取り式トイレ・携帯トイレブースの使用状況、

し尿のストック状況、テント設置状況 

⑭淀川登山口 到着 登山口周辺の駐車状況場、汲み取り式トイレの使用状況 
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図 1 花山歩道入口～鹿之沢小屋泊～淀川登山
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